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浅木小学校に町民プール完成

このプールは本年3相こ完成し、去る6月25日に初開きが行なわれました。建設費1，520加iJの－灘は

国民年金の特別融資を受け、防衛施設周辺民生安定施設整傭助成事業に基づいて建設されたものです。

人のうこき（墨絵号塞）

人　　口　10．008人　（＋36）

男　　　　4．787　　（＋20）

女　　　5，221　（＋16）

世帯数　　2．690戸　（＋6）

（）内は前月比

8月のこよみ

岳＝「「　－

二瀧遜「
＿二二「書き＝「弓

六
∴
‖
∴
庄
山
庶
愈
諦
念
日

七
∴
円
∴
立
秋
、
外
の
白

丸
　
日
　
長
埼
原
爆
記
念
日

十
五
日
∴
終
戦
記
念
日

八
月
十
五
日

全
国
戦
没
者
追
悼
式

－
正
午
に
黙
と
う
を
～

黙
と
う
時
間
を
周
知
さ
せ
る
た
め
役

場
の
サ
イ
レ
ノ
を
な
ら
し
ま
す
。
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（自転車の利用者へ）大丈夫かな君の自転車のブレーキとハンドル

道
路
　
（
水
路
）
　
法
敵
の

埋
立
及
び
、
占
用
に
つ
い
て

通
路
（
水
路
）
法
政
を
埋
立
た
り
、

占
用
す
る
こ
と
は
、
道
路
法
第
四
十
三

条
に
よ
り
、
道
路
（
水
路
）
管
理
者
の

許
可
が
な
け
れ
ば
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
車
間
に
必
ず
左
記
事
項

に
留
意
の
う
え
、
所
定
の
手
続
を
さ
れ

ま
す
よ
う
通
知
し
ま
す
。

も
し
、
無
断
で
、
道
路
等
の
法
数
を

埋
立
て
ら
れ
、
塀
、
石
垣
等
を
造
ら
れ

た
掲
合
に
こ
れ
ら
の
構
造
物
が
道
路
数

等
に
は
み
出
し
て
い
た
場
合
は
、
こ
れ

を
撤
去
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
念
の

た
め
申
し
添
え
ま
す
。

詔

1
、
申
請
手
続
等
に
つ
い
て

串
諮
蕾
の
講
求
及
び
お
尋
ね
に
つ
い

て
は
、
役
場
建
設
課
に
し
て
く
だ
さ

い。県
、
国
有
地
に
つ
い
て
は
、
県
知
事

宛
の
申
請
書
を
北
九
州
土
木
事
務
所

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
、
許
可
条
件

ィ
、
塊
界
立
会
い

町
有
地
と
私
有
地
の
境
界
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
た
め
申
請
書
を
提
出

さ
れ
る
と
町
職
員
が
測
墨
の
う
え

境
界
線
を
決
定
し
ま
す
。

ロ
、
附
帯
工
悪

路
南
保
饗
の
た
め
原
則
と
し
て
町

有
地
に
測
溝
そ
の
他
の
満
造
物
を

造
る
こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。

3
、
例
（
断
面
図
）

農
地
、
通
路
、
河
川
、
交
通
、

郵
便
琉
暁
衛
生
、
公
害
、
公
営
住

宅
、
生
活
保
護
、
一
般
許
認
可
な

ど
に
つ
い
て
。

o
国
鉄
、
詣
報
、
理
詰
、
た
ば
こ
小

売
、
公
団
、
公
庫
、
事
業
団
な
ど

の
任
務
に
つ
い
て
。

▽
地
元
の
行
政
相
談
委
員
に
気
軽
に
お

申
出
く
だ
さ
い
。

（
行
政
相
談
委
員
）

大
字
尾
崎
∴
∴
楢
崎
　
博
愛

能
話
　
④
　
8
2
2
1

o
九
州
管
区
行
政
監
察
局
（
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
2
の
n
の
1
福
岡
合

同
庁
舎
内
　
屈
託
0
9
2
㊨
1
0
8

1
）
で
も
休
日
以
外
は
相
談
を
受
付

け
ま
す
。

県
道
、
町
道
に
つ
い
て
の
苦
情
等
の
あ
る
方
へ

濃側型U

痩堺線・・－・－・－・
埋
立
占
用
許
可
幅
員

8
月
2
0
日
ま
で
県
道
、
町
道
に
つ
い

て
の
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

こ
の
行
政
相
談
は
、
県
道
、
町
道
に

つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
、
意
見
等
を
皆

さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
お
聞
き
し
、
解

決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
は

。
道
路
、
側
溝
の
排
水
が
悪
い
の
で
困

っ
て
い
る
。

。
通
路
に
不
法
占
用
物
件
が
あ
る
の
で

困
っ
て
い
る
等

日
ご
ろ
、
皆
さ
ん
が
通
路
に
関
し
て

困
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
こ
う
し
て
ほ

し
い
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
等
気
づ
い

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
こ
の
機
会
に
ご
遠

慮
な
く
、
地
元
の
行
政
相
投
委
員
（
大

字
尾
崎
、
高
崎
博
愛
）
に
こ
相
戦
く
だ

さ
い
。
ご
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
を
守

り
ま
す
。

5
、
位
縛
主
の
変
更
を
さ
れ
た
人
。

6
、
千
共
の
佐
れ
た
家
庭
。

7
、
坐
活
挟
糞
の
通
用
を
受
け
て
い
る

人。
8
、
会
社
な
ど
を
や
め
ら
れ
た
人
及
び

そ
の
扶
餐
家
族
。

9
、
生
活
扶
助
の
適
用
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
人
。

1
0
、
町
外
か
ら
転
入
し
た
人
。

右
の
よ
う
な
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

今
す
ぐ
次
の
も
の
を
そ
ろ
え
て
、
厚
生

課
保
健
衛
生
係
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

手
綬
さ
が
遅
れ
る
と
還
付
金
等
が
あ
っ

て
も
お
返
え
し
で
き
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

。
持
参
す
る
も
の

1
遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
証
、
社
会
保

険
証
（
以
上
は
現
に
加
入
し
て
い
る

場合）

2
、
印
か
ん

※
　
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
保
健
衛
生

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

遠
賀
町
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
み
な
き
ん

′
行
政
相
談
の
　
お
知
ら
せ
．

行
政
管
理
庁
は
国
の
行
政
が
国
民
の

た
め
に
合
理
的
で
能
率
的
に
行
な
わ
れ

ろ
よ
う
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

謹
聴
さ
れ
て
い
る
役
所
で
す
。

こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
行
政
監
察

局
に
お
い
で
は
、
役
所
の
行
な
う
仕
蔀

が
国
民
の
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
よ
う

公
正
で
能
率
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か

を
監
察
し
て
行
政
の
民
主
化
、
能
率
化

を
図
る
ほ
か
、
地
域
住
民
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
を
受
付
け
て
解
決
を
図
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
の
苦
情
の
背
景
、
原

因
な
ど
を
分
析
し
て
行
政
全
般
の
改
藩

に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▽
行
政
相
談
で
受
付
け
る
も
の

。
恩
給
、
年
金
、
保
険
、
登
記
、

あ
な
た
が
お
持
ち
の
遠
賀
町
国
民
態

度
保
険
の
殻
保
険
者
証
で
は
、

1
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
、

2
、
社
会
保
険
加
入
の
資
格
が
あ
る
が

ま
だ
社
会
保
険
が
で
き
て
な
い
場
合

は、保
険
の
適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

も
し
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、

使
用
さ
れ
た
あ
な
た
か
ら
遠
賀
町
が
負

担
し
た
7
割
分
の
診
癒
費
を
返
納
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も

し
使
用
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
役
場
保

触
衛
生
係
に
お
討
ね
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
損
を
し
て
は
い
ま
せ
ん

か
。
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
／

遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
み
な
き
ん
の
中
に
次
の
よ
う
な
人

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

1
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
及
び

そ
の
挟
遵
家
族
。

2
、
町
外
へ
転
出
し
て
い
る
人
。

3
、
家
族
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る

人。
4
、
町
内
で
転
居
さ
れ
た
人
。

お
盆
の
役
場
業
務
の

休
み
に
つ
い
て

8
月
1
4
・
1
5
の
両
日

は
お
盆
の
た
め
、
役
場

の
業
務
を
休
み
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
戸
籍
、
住
民
登
録
、

印
鑑
証
明
の
事
務
に
つ
い
て
は
、

平
常
通
り
行
な
い
ま
す
。
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「
ま
ぢ
の
政
治
を
み
つ

め
よ
う
学
級
」
研
修
大

会
開
か
れ
る

去
る
7
月
1
9
日
遠
賀
町
公
民
館
で
、

中
間
市
、
遠
賀
郡
各
町
選
挙
管
理
委
員

会
、
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
選
挙
常
時
啓
発

共
同
単
葉
の
一
つ
と
し
て
、
関
係
市
町

が
実
施
し
て
い
る
「
ま
ち
の
政
治
を
み

つ
め
よ
う
学
級
」
の
本
来
の
目
的
を
再

認
識
し
、
そ
の
効
果
を
揚
げ
る
た
め
に

毎
年
一
回
闇
値
し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
学
級
生
が
日
常
学
習
活
動

し
て
い
る
身
近
な
ま
ち
の
政
治
の
問
題

（
環
親
衛
牡
、
社
会
福
祉
、
選
挙
の
実

態
、
政
治
学
習
の
あ
り
方
な
ど
）
に
つ

い
て
熱
心
に
活
発
な
意
見
発
表
や
県

選
挙
推
進
協
議
会
の
水
魔
安
正
先
生
の

「
ま
ら
の
政
治
を
見
つ
め
よ
う
学
級
」

の
目
的
、
進
め
方
に
つ
い
て
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

証
隷
誓

【

－
〟
．
．
－
－
”
〟
．
－
．
・
．
－
．
．
．
．
t
t
ー
ミ
ー
ー
－
．
．
．
－
．
2
．
，
う
．
！
．
㌔

本
年
度
も
福
岡
県
青
年
の
船
の
一
般

団
員
及
び
渉
外
（
語
学
サ
ー
ビ
ス
）
団

員
の
募
集
が
左
記
の
と
お
り
あ
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

l
、
募
集
期
間

8
月
5
日
か
ら
8
月
3
1
日
ま
で

2
、
日
種
、
満
開
地

4
9
笹
1
月
1
2
日
か
ら
2
4
日
ま
で
1
3
日

間フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国
訪
問

3
、
応
募
資
格
（
一
般
団
員
）

日
本
国
簿
を
も
ち
、
県
内
に
一
年
以

上
居
住
す
る
も
の
で
、
2
2
年
4
月
2

日
か
ら
2
8
年
1
月
1
日
ま
で
出
生
の

男
女
で
す
。

（
渉
外
（
語
学
サ
ー
ビ
ス
）
団
員
の

応
募
資
格
は
、
一
般
団
員
と
異
な
り

ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
）

4
、
お
尋
ね
及
び
申
込
み
先

詳
し
い
お
尋
ね
や
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
灘
に

し
て
く
だ
さ
い
。

っ
た
宛
名
（
郵
便
番
号
も
記
入
の
こ

と
）
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
起
こ
る

オ
フ
ィ
ス
で
の
冷
房
病

福
岡
県
職
員
採
用
（
申

・
初
級
）
試
験
の
案
内

1
、
受
付
期
間

9
月
3
日
～
9
月
2
8
日

2
、
試
験
の
区
分

毎
政
事
務
、
学
校
事
務
、
聾
察
郵
務

保
母
、
交
通
巡
視
員
、
土
木
、
林
業

3
、
受
験
手
続

受
験
希
望
者
は
、
福
岡
県
人
強
委
員

会
郵
務
局
（
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
下

川
錦
町
2
－
5
西
銀
博
多
ビ
ル
内
妃

話
妙
、
3
0
6
1
）
に
申
込
み
用
紙

を
蘭
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
郵
便
で
申
込
用
紙
を
讃
求
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
赤
字
で
　
「
中

級
」
又
は
、
「
初
級
」
の
「
申
込
用

紙
諮
求
」
と
番
き
、
2
0
円
切
手
を
は

一
一
〇
番
通
報
は
、
交
通
部
故
を
は

じ
め
、
住
民
の
日
常
生
活
に
密
接
な
郵

件
、
謡
故
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

お
り
、
通
報
者
は
〃
よ
り
早
く
確
実
で

親
切
な
〃
轡
察
措
置
を
強
く
期
待
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
通
報
者
は
興
謡
、
驚
き

な
ど
か
ら
、
一
方
的
に
謡
禁
官
の
来
場

を
要
翻
し
、
通
報
内
容
を
詳
し
く
聴
取

す
る
の
に
困
難
な
実
情
で
す
の
で
、
一

一
〇
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
さ
れ
る
と
、
相
手

の
謡
察
官
が
次
の
要
領
で
お
討
ね
し
ま

す
の
で
そ
れ
に
従
っ
て
お
答
え
く
だ
さ

い。0
0
　
何
が
あ
り
ま
し
た
か
。

㈲
∴
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

㈲
　
い
つ
ご
ろ
で
す
か
。

S
　
わ
か
り
や
す
い
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

㈲
　
け
が
人
が
あ
り
ま
す
か
。
い
ま
ど

う
し
て
い
ま
す
か
。
救
急
車
は
い
り

ま
せ
ん
か
。

㈲
　
犯
人
は
何
人
で
す
か
。
ど
ち
ら
に

逃
げ
ま
し
た
か
。
刃
物
な
ど
は
も
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
事
は
ど
ん

な
色
、
型
、
ナ
ン
バ
ー
で
し
た
か
。

㈹
　
あ
な
た
の
お
名
前
、
球
話
番
号
を

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

M
　
冷
房
が
ゆ
き
わ
た
る
ほ
つ
れ
て
、

講
壇
補
整
韓
緒
和
町

議
磐
緯
羅
謹

～
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
眼
精
疲
労
や
眼

…
球
乾
燥
感
、
皮
膚
の
荒
れ
や
化
粧
の

～
っ
さ
の
悪
さ
を
訴
え
る
人
も
少
な
く

m
ぁ
畿
緯
㌢
る
の
は
、
芸
人

…
諜
彊
撲
満
帥
崇
請
出

÷
う
が
、
「
盲
の
う
ら
に
む
し
藷

読
盤
綴
彊
講

諾
琵
日
鐘
群
舞
彊

…
原
因
雇
る
。
ス
ト
レ
ス
刺
激
が
短

議
銅
盤
裡
韓
盤
彊
醐

…
彊
‥
罷
講
講
∵
て
く

…
度
翼
錐
彊
賢
一
謹

香
典
返
し
お
礼

次
の
方
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
共
に
、
ご
道
族
に
対
し

適
温
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
快
適
な
冷

房
の
目
安
は
、
外
気
と
の
差
を
五
度

以
内
に
と
ど
め
る
こ
と
で
、
外
が
二

四
度
以
下
の
と
き
は
そ
の
ま
ま
で
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

冷
房
病
に
気
を
つ
け
た
力
が
よ
い

の
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
せ
ん
そ

く
、
神
経
網
、
リ
ユ
マ
テ
、
心
臓
病

な
ど
天
気
の
変
り
目
に
悪
化
す
る
持

病
を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

冷
房
対
策
と
し
て
は
、
羽
織
る
も

の
を
一
枚
用
慈
し
て
お
く
。
冷
房
か

ら
吹
き
だ
す
冷
凪
を
一
方
向
か
ら
頂

接
、
か
ら
だ
に
受
け
な
い
、
冷
房
内

に
通
船
す
る
心
の
体
制
を
と
と
の
え

る
。
積
極
的
に
夏
に
き
た
え
る
な
ど

が
だ
い
じ
で
す
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
金
壱
封

故
馬
渕
亜
紀
子
様
　
馬
渕
　
兜
殿

政
吉
吉
　
イ
セ
棟
　
古
吉
澤
生
頼

政
花
田
　
操
　
楼
∴
遠
賀
川
区
殿
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1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日毎月

月
の
税
金

町
　
県
　
民
　
税
　
　
籍
二
期
分

納

期

限

　

八

月

二

十

五

自

国
民
健
康
保
険
税
　
　
籍
二
期
分

納

期

限

　

　

八

月

三

十

一

日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

町
税
事
務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
町
県

民
税
の
課
税
軍
務
に
つ
い
て
は
種
子
計

算
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
納
税
通
知
書
は
一
期
分
か
ら
四

期
分
ま
で
四
速
複
写
式
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
年
度
分
か
ら
全
期
一
括

送
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
紛

失
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
管
し
て
い
た
だ

き
、
各
納
期
毎
に
一
枚
づ
つ
取
っ
て
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

従
来
の
納
期
別
の
送
付
を
希
望
さ
れ

る
方
も
多
数
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
年
々
増
加
す
る
事
務
費
の
合
理

的
処
理
と
総
体
的
な
経
費
節
減
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
う

か
納
税
者
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
今
月
は
第
二
期
分
の
納
期
月

で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
第
二
朔
分
の

納
付
智
で
組
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ーm

県
で
は
六
〇
才
以
上
の
お
年
寄
り
と

同
居
し
て
い
ろ
人
、
又
は
同
居
し
ま
う

と
し
て
い
る
人
が
お
年
寄
り
の
た
め
の

専
用
居
室
を
増
築
、
改
築
す
る
抱
合
に

必
要
な
整
備
資
金
の
貸
付
を
い
た
し
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

。
貸
付
申
込
み
が
出
来
る
人
（
つ
ぎ
の

条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

ィ
、
現
在
六
〇
才
以
上
の
老
人
と
同
居

し
て
い
る
か
、
同
居
し
よ
う
と
し
て

い
る
人
。

ロ
、
県
内
に
引
続
き
一
年
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る
人
。

ハ
、
貸
付
金
を
償
還
す
る
見
込
み
の
あ

る
人
。
（
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日

蓬
に
工
事
完
了
見
込
み
の
こ
と
）

。
貸
付
条
件

ィ
、
貸
付
予
定
件
数
一
〇
〇
件
（
県

内）
口
、
貸
付
領
　
二
〇
万
～
五
〇
万
円

ハ
、
利
息
　
　
年
三
％

ニ
、
償
還
期
限
及
び
方
法

十
年
以
内
（
均
等
月
賦
償
遥
）

ホ
、
保
証
人
　
連
帯
保
証
人
二
人

。
申
込
手
続

受
付
期
限
　
八
月
二
十
五
日
進

申
込
場
所
　
役
場
厚
生
課

旧
軍
人
、
軍
属
、
戦
傷
病
者
等
の
援

護
業
務
の
異
動
相
談
が
左
諒
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ます。

記

月
日
　
　
八
月
二
十
九
日
（
水
）

時
間
　
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
　
折
尾
公
民
鎮

子
∴
∵
三
三
．
・
．
日
．
「
．
十
三
相

調
愛
の
献
血
日
の
お
知
ら
三

r
t
．
．
．
．
．
！
－
．
．
．
．
．
‘
！
－
〟
．
．
ミ
！
－
i
i
さ
i
l
L

不
時
の
災
薯
や
病
気
な
ど
に
よ
る
、

血
液
の
必
要
が
最
近
目
立
っ
て
多
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

献
血
は
他
人
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ

ん
自
分
の
た
め
に
是
非
ご
参
加
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
献
血
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
と
、
万
一
本
人
又
は
家
族
の
方
に
血

液
の
必
要
を
生
じ
た
時
は
必
要
血
液
全

都
を
血
液
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
確
保
い

た
し
ま
す
。

記

一
、
日
時
　
　
八
月
二
十
八
日
（
火
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

一
、
場
所
　
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

。
会
場
に
於
て
血
圧
、
血
沈
等
の
関
係

で
献
血
出
来
な
か
っ
た
方
で
も
、
万

一
の
場
合
の
血
液
確
保
は
い
た
し
ま

す。尚
、
第
七
回
福
岡
県
献
血
運
動
推
進

大
会
に
お
い
て
次
の
方
（
団
体
）
が
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

。
県
知
頓
感
謝
状

遠
賀
町
分
区
赤
十
字
奉
仕
閉
（
婦

人会）

。
県
献
血
推
進
会
長
感
謝
状

遠
賀
町
献
血
推
進
協
畿
会

。
銀
色
特
別
社
員
牽
（
献
血
回
数
、
十

回
以
上
の
方
に
日
赤
名
誉
副
総
裁
常

陸
宮
妃
殿
下
よ
り
賜
る
）

有
吉
　
葉
枝
（
浅
木
）

泉
原
　
敏
行
（
別
府
）

白
石
　
和
子
（
遠
賀
川
）

山
中
　
圭
介
（
別
府
）

高
幡
　
垂
徳
（
木
守
）

徳
王
　
陸
別
（
新
町
）

持
山
　
寺
垂
（
虫
生
津
）

幸
田
ト
ン
子
（
役
場
）

（敬称略）

ニ
ー
三
－
÷

＝

八
月
の
心
配
ご
と
相
談
所
を
左
記
の

と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
か
ら
交
通
部

故
、
家
庭
内
の
問
題
、
そ
の
他
日
頃
お

困
り
の
方
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
か
ら
、
気
軽
に
相
談
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

記

日
　
時
　
八
月
二
十
三
日

午
後
一
時
～
四
時

場
　
所
　
町
公
民
館
（
広
間
）

相
談
員
、
民
生
委
員
、
人
権
擁
護
委
員

保
護
司
、
他

－
．
〝
．
す
．
！
．
．
雪
．
暮
．
－
．
．
．
．
！
“
〝
．
；
〝
．
；
“
；
〝
，
．
。
．
．
“
！
．
．
．
．
〝
．
！
一

m
　
痘
そ
う
（
種
痘
）
の
予
一

m

防

接

種

　

　

　

　

調

子
…
！
．
”
蔓
．
〟
．
”
…
．
．
．
…
．
．
．
．
…
〝
．
〟
．
”
〟
．
．
．
…
〟
．
．
〝
．
”
L

日
時
∴
九
月
四
日
（
火
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時
ま
で

撲
溺
　
1
4
時
～
1
5
時
ま
で

勘
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

対
象
者
は
、
生
後
六
ケ
月
か
ら
二
十

四
ケ
月
の
人
で
、
ま
だ
受
け
て
な
い

人
、
及
び
今
ま
で
に
稲
窪
が
つ
か
な
か

っ
た
人
。

母
子
手
帳
及
び
印
か
ん
を
、
必
ず
持

参
く
だ
さ
い
。

「
．
〝
．
〝
．
“
．
．
…
．
…
．
．
…
．
…
i
…
…
“
…

一
乳
児
一
斉
検
診
に
つ
い
て
i

「
”
〝
．
．
．
．
．
…
…
…
．
．
．
〟
．
．
．
．
．
…
．
…
…
．
j

乳
児
の
一
斉
検
診
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
該
当
者
は
受
診
く
だ
さ
い

謳

該
当
者
一
才
未
満
の
乳
児

日
　
時
　
九
月
十
七
日
（
月
）

受
　
付
　
1
3
時
～
1
4
時
ま
で

診
∴
察
　
1
4
～
1
5
時
0
0
分
ま
で

場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

※
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

頓
和
四
十
九
年
歌
会
姑
の

散
進
級
の
厳
選
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
庶
務
課
に
申
し
出
で
く
だ
さ

い
。
「
歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の

詠
進
要
領
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。


